
汎反応性凝集反応とは、血漿（血清）が原因ですべての赤血球試薬と凝集する反応である。汎反応性凝集反

応を認める原因は様々であり、その後の追加試験も原因によって異なる。そのため汎反応性凝集反応を認め

た時は、様々な患者情報より原因を推定し、適切な追加試験を実施する必要がある。この講演では、汎反応

性凝集反応を認めた症例を提示する。検査結果より、患者情報の取集や適切な追加試験の実施、輸血の実施

や医師への報告など参加者全員で考えたい。

汎反応性凝集反応で困った！
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ワークショップ


